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原
発
を
な
く
す
こ
と
、
内
需
中
心
の
経
済
を
つ
く
る
こ
と
、
く
ら
し
と
社

会
保
障
を
守
る
こ
と

│
こ
れ
ま
で
の
政
治
の
枠
組
み
で
は
だ
め
だ
と
い
う

「
民
意
」
は
す
で
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
声
や
ご
意
見
を
し
っ
か
り
お
聞
き
し
、
次
の
時
代
を
切
り

拓
く
た
た
か
い
に
正
面
か
ら
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

命
の
重
み
市
政
に
生
か
す
。
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社
会
保
障
の
大
改
悪
に
反
対
し
、

市
民
の
福
祉
を
守
れ
と
追
及

自
公
政
権
が
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
で
、
介
護
、
医
療
、
年
金
、
保
育
な

ど
社
会
保
障
解
体
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
市
長
に
憲
法
25
条
に
定
め
ら
れ
た
社
会
保

障
に
対
す
る
責
任
を
国
が
放
棄
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
反
対
せ
よ
と
追
及
し
て
い
ま

す
。

「
市
民
の
宝
物
」

敬
老
乗
車
証
を
守
ろ
う

敬
老
乗
車
証
制
度
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に

貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
様
々
な
社
会
活
動
に
参
加
し
、
生
き
が

い
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

移
動
す
る
こ
と
は
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
移
動

の
自
由
は
人
間
ら
し
い
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
高
齢
期
に
な
る
と
、
自
動
車
の
運
転

が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
高
齢
者
が
豊
か
に

く
ら
せ
る
い
わ
ば
足
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

が
敬
老
乗
車
証
で
す
。

市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
枠
組
み
を
根
本

か
ら
く
ず
し
、
利
用
頻
度
に
応
じ
た
負
担
（
応
益

負
担
）
を
高
齢
者
に
求
め
る
改
悪
方
針
を
発
表
し

ま
し
た
。
乗
る
た
び
に
負
担
を
求
め
る
制
度
へ
の

変
更
は
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
仕
組

み
で
あ
り
、「
負
担
が
で
き
な
け
れ
ば
外
出
を
控
え

よ
」
と
い
う
に
等
し
く
、
制
度
の
趣
旨
、
福
祉
の

心
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
す
。

安心の
社会保障へ

福　祉
敬
老
乗
車
証
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、「
市
民
の

宝
物
」
で
あ
る
敬
老
乗
車
証
を
守
り
、
充
実
さ
せ

る
た
め
に
力
を
つ
く
し
て
い
ま
す
。

●「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ
う
！
市
民
集
会
」

　
に
1
7
0
人
が
参
加

昨
年
９
月
20
日
、
実
行
委
員
会
主
催
で
「
敬
老

乗
車
証
を
守
ろ
う
！　
市
民
集
会
」
が
開
か
れ
、
約

1
7
0
人
が
参
加
。「
敬
老
乗
車
証
を
な
ん
と
し
て

も
残
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
、
相
次
い
で
出
さ
れ

ま
し
た
。私
か
ら
、

京
都
市
の
改
悪
案

に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
約

2
0
0
0
通
の
返

信
を
い
た
だ
い
た

党
市
議
団
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
特

徴
点
を
報
告
し
ま

し
た
。

国
保
会
計
は
５
年
連
続
黒
字

高
す
ぎ
る
国
保
料
は
引
き
下
げ
を

国
民
健
康
保
険
の
会
計
は
、
５
年
連
続
の
単
年

度
黒
字
で
、
黒
字
額
の
合
計
は
約
94
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
、
保
険
料
は
３
回
値
上
げ

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
は
、市
当
局
が
保
険
料
値
上
げ
の
理
由
に「
単

年
度
収
支
均
衡
」
を
あ
げ
て
お
り
、
黒
字
が
出
て

い
る
の
に
保
険
料
を
上
げ
る
の
は
お
か
し
い
と
追

及
。
黒
字
分
は
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
の
引
き
下
げ

で
市
民
に
還
元
す
べ
き
と
求
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
負
担
は「
四
重
苦
」と

追
及
し
、負
担
軽
減
を
要
望

「
年
金
は
減
ら
さ
れ
る
わ
、
消
費
税
は
上
が
る

わ
で
、
ふ
ん
だ
り
け
っ
た
り
…
」。
介
護
保
険
料

の
値
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
値
上
げ
、

年
金
の
減
額
、消
費
税
の
増
税
と
、高
齢
者
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
「
四
重
苦
」
で
す
。
３
年
で
１
ヵ
月

分
の
年
金
が
消
え
ま
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
実
態
を

示
し
て
、
高
齢
者
の
負
担
軽
減
を
強
く
求
め
て
き

ま
し
た
。

国民健康保険会計の
単年度黒字額

2008年度 約13億円

2009年度 約11億円

2010年度 約15億円

2011年度 約27億円

2012年度 約27億円
04年 06年 08年 10年09年07年05年

国保特別
控除縮小 値上げ値上げ国保特別

控除廃止
公的年金
控除縮小

算定方式
の変更

76,160
円

127,615.2
円

152,766
円
152,592

円
172,907

円
184,153

円
189,218

円

代表質問（2012年9月）

年金240万円の夫婦2人世帯国保料（試算）
（夫婦とも65～74歳・妻の所得は０で計算）
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員
団
は
、
負
担
の
軽
減
や
市
の
責
任
に
お
い
て
耐

震
化
を
す
す
め
る
こ
と
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま

し
た
。

市
の
計
画
で
は
９
年
を
計
画
期
間
と
し
た
上

で
、
一
定
の
集
中
期
間
に
は
事
業
主
の
工
事
費
用

の
負
担
割
合
を
こ
れ
ま
で
の
25
％
か
ら
15
％
に
軽　
　
　
　
　
　

減
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

京
都
市
と
し
て
計
画
を
立
て
、
事
業
主
の
負
担
軽

減
に
踏
み
出
し
た
こ
と
は
一
歩
前
進
で
す
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

求
め
て

●
子
ど
も
の
医
療
費
を

　
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に

2
0
1
1
年
10
月
の
市
長
総
括
質
疑
で
、
子
ど

も
の
医
療
費
支
給
制
度
の
拡
充
を
求
め
た
党
議
員

の
質
問
に
対
し
、「
通
院
対
象
を
小
学
校
卒
業
ま
で

拡
大
す
る
方
向
で
府
と
協
議
中
」「
早
く
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
副
市
長
が
答
弁
。

２
０
１
２
年
９
月
か
ら
、
小
学
生
の
医
療
費
の

通
院
分
が
月
3
0
0
0
円
を
超
え
る
と
後
か
ら
返

還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
９
月
か
ら
、
一
つ

の
病
院
な
ら
３
０
０
０
円
以
上
払
う
必
要
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

無
料
化
を
求
め
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

●
世
論
と
運
動
の
反
映
で

　
学
童
保
育
利
用
料
の
値
上
げ
が
凍
結
に

昨
年
２
月
市
会
で
は
市
長
が
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

の
予
算
を
提
案
。
保
育
料
・
学
童
保
育
料
の
大
幅

値
上
げ
案
に
、
市
役
所
前
で
の
す
わ
り
こ
み
や
２

週
間
で
１
万
筆
を
超
え
る
反
対
署
名
が
集
ま
る
な

ど
、
市
民
の
運
動
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
自

民
・
民
主
・
公
明
な
ど
の
賛
成
で
強
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
市
議
会
で
の
議
論
や
運
動
を
ふ
ま
え
、
学

童
保
育
利
用
料
の
値
上
げ
は
１
年
間
凍
結
と
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
運
動
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
子
育
て
世

代
の
願
い
を
届
け
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。　

子
ど
も
た
ち
に

よ
り
よ
い
保
育
を
求
め
て

待
機
児
童
の
増
大
は
、
国
や
自
治
体
が
必
要
な

保
育
所
の
整
備
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
に
要
因
が
あ

り
ま
す
。
必
要
な
整
備
を
せ
ず
に
基
準
を
下
げ
、

詰
め
込
み
で
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
環
境
悪
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

保
育
所
の
面
積
の
最
低
基
準
は
国
が
定
め
て
い

ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
が
こ
れ
を
緩
和
す
る
方

針
を
発
表
。
私
は
、
保
育
所
の
面
積
基
準
を
せ
ば

め
る
措
置
は
と
ら
な
い
こ
と
を
求
め
、
市
当
局
は

「
厚
生
労
働
省
の
特
例
は
念
頭
に
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

ま
た
、
民
間
保
育
所
の
職
員
配
置
の
基
準
が
地

方
自
治
体
で
条
例
化
さ
れ
る
に
あ
た
り
、「
配
置

基
準
を
現
行
か
ら
引
き
下
げ
る
べ
き
で
な
い
」
と

求
め
て
き
ま
し
た
。
市
当
局
は
、
職
員
の
配
置
基

準
に
つ
い
て
、「
プ
ー
ル
制
の
現
行
配
置
基
準
を

維
持
す
る
」「
子
ど
も
の
保
育
環
境
を
守
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

市
が
保
育
所
の
耐
震
化
計
画

を
発
表
│
長
年
の
運
動
実
る
│

長
年
の
保
育
関
係
者
の
運
動
が
実
り
、
昨
年
８

月
、
京
都
市
が
民
営
保
育
所
の
耐
震
化
計
画
を
発

表
し
ま
し
た
。
京
都
市
の
耐
震
化
率
が
約
５
割
と

政
令
市
の
中
で
も
遅
れ
て
い
る
要
因
と
し
て
、
重

い
事
業
者
負
担
の
問
題
が
あ
り
、
日
本
共
産
党
議

すべての子どもが

健やかに成長する
京都市を

保育・子育て支援

学童分室を視察、学童保育の環境改善を求めています。
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

│
昨
年
11
月
市
会
・
代
表
質
問
で

│

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
を
飛
躍
的
に

引
き
上
げ
、
太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
に
加
え
て
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
ご
と
の
導
入
計
画
を
示
し
、
抜
本

的
な
取
り
組
み
の
強
化
を
と
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
奈
良
県
や
岡
山
県
粟
倉
村
の
小
水
力
・

地
中
熱
等
、
そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

積
極
策
を
示
し
、
市
民
参
加
で
そ
の
導
入
が
す
す

む
仕
掛
け
や
支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。

12
月
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推

進
の
民
間
施
設
補
助
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

避
難
所
等
に
指
定
さ
れ
た
福
祉
施
設
な
ど
を
対
象

に
、
太
陽
光
・
小
水
力
な
ど
再
エ
ネ
施
設
と
蓄
電

池
な
ど
に
経
費
の
３
分
の
１
（
上
限
１
０
０
０
万

円
）
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
大
い
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
す
す
む
よ
う
引
き
続
き
求
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

原
発
か
ら
撤
退
の
決
断
を

汚
染
水
漏
れ
で
福
島
第
一
原
発
で
は
深
刻
な

事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。「
人
類
と
原
発
は
共
存

で
き
な
い
」
─
そ
の
こ
と
は
、
現
在
も
収
束
し

て
い
な
い
フ
ク
シ
マ
の
事
態
を
見
れ
ば
明
ら
か
で

す
。京

都
市
の
す
ぐ
近
く
に
は
大
飯
原
発
な
ど
若

狭
原
発
群
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
飲
用

し
て
い
る
琵
琶
湖
の
水
を
守
る
手
立
て
は
あ
り
ま

せ
ん
。
直
ち
に
原
発
を
ゼ
ロ
に
し
、
太
陽
光
・
風

力
・
地
熱
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
最

も
現
実
的
な
道

で
す
。「
再
稼
働

を
や
め
よ
」「
直

ち
に
原
発
を
ゼ

ロ
に
せ
よ
」
と

声
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

学
校
給
食
の
放
射
能
検
査
を
実
現

放
射
能
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
か
ら
、
食
べ
物
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
未
来
に
原
発
は
い
ら
な

い
」
と
初
め
て
デ
モ
に
参
加
し
、
行
動
さ
れ
た
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
子
を
思
う
親
の
気
持
ち
を
代
弁
し
、
議

会
で
も
食
品
の
放
射
能
検
査
の
実
施
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
声
に
押
さ
れ
て
、

教
育
委
員
会
が
学
校
給
食
で
の
放
射
能
検
査
を
実

施
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
ま
だ
課
題
は
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
行
政
に
要
求
し
ま
す
。

被災地復興・即時原発ゼロへ全力
被災地と心ひとつに

2012年の取り組みから

3月11日

5月5日

5月30日

7月1日

11月11日

8月2〜3日

2月
市長選挙で「放射能から子どもたち
を守りたい」と子育てママたちが立
ち上がりました。

原発ゼロいっせい行動in左京。
ママデモが実現

再稼働。
怒りの左京緊急集会＆デモ

子どもの日。
日本の全原発が停止

震災から１周年。
さよなら原発３・11in敦賀

党市会議員団調査団の一員として
仙台市・石巻市へ。仮設住宅のみな
さんにお話をうかがいました。

大飯原発再稼働は認めら
れない。福井県知事・大飯
町長に要請。京都市にも
働きかけ

子
ど
も
の
未
来
に
原
発
は
い
ら
な
い

原
発
ゼ
ロ

食品の放射線検査を行っている衛
生環境研究所を視察（2011年7月）

学校給食の放射能検査を市に要求
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高
野
川

東
大
路
通

白
川
通

御蔭通

一乗寺駅

茶山駅

出町柳駅

太
田
川

北大路通

元田中駅

地域の要求
実現に

東奔西走
「まちづくり

」

高野パチンコ店計画は撤回を

台風18号被害の対策を左京区長に申し入れ

高野大型パチンコ店建設計画に「住宅地に大型パチンコ店はい
らない」の声が広がっています。市議会では「パチンコ店新設計画
反対 市の指導を求める請願」が全会派一致で採択されました。
昨年9月市会では、京都市が当該計画地のように二方面が住居
系地域に面し、9m以下の道路にしか面しないパチンコ店はゼロ
との答弁。
また、11月市会代表質問では

「住宅地にパチンコ店はいらな
い」との住民の思いに応えよと
求め、市長が「あらゆる英知を結
集し、市役所一丸となってとり
くんでいる」と答弁しました。

多くの被害をおよぼした昨年の台風18号。被害状況を把握し、行
政への情報集中や対応を
行いました。
９月26日には左京地区委
員会として、花背峠以北の
住民の足の確保やすべての
被災者の救済、土砂崩落な
どの二次災害防止対策を左
京区長に要望しました。

地域の声が届くま
ちづくりへ

田中玄京町のみなさんと
、

生活道路の改善を要望（2013年１月）

叡電元田中～茶山駅の線
路沿いに

街灯が15ヵ所設置される（2011年5月）

「暗くて見えない」の声
に応え

高原町（西行き）バス停が照
明式に（2011年10月）

上一乗寺松原町
階段の改善・手すりを設置

（2013年5月）

疏水沿いの
ベンチを補修

市バス北白川校前に

ベンチが設置される（2011年7月）
「飛出し注意」の表示が

設置される（2011年10月）

左京老人福祉センターの
段差が解消し、

車イスでも安全に（2012年5月）

蓼倉橋・清水町
京都バスのバス停改善へ

（2013年冬）

北泉通りの架橋・拡幅の中止を
左京区で重要橋りょうのうち未耐震の橋は、松ヶ崎橋、河合橋
など多数ある中で、「反対の声がある北泉橋を８億円かけて架橋
する前に耐震化を」と追及してきました。
住民合意なき架橋中
止を引き続き求めてい
ます。

　2012年８月には、北泉通
の歩道整備（泉町側）について、
住民から要望書が市に提出さ
れました。
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　14人の日本共産党京都市会議員団は、市民の
みなさんと力をあわせ、市民いじめの悪い政治
とキッパリ対決して、市議会でねばり強い論戦
をおこなうとともに、つねに建設的な対案を示
し、みなさんの切実な要求や願いを次々に実現
させてきました。

14人 日本共産党京都市会議員団の

市民とともに 市政を動かす

安
倍
内
閣
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を

国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
奪
う
秘
密
保
護
法

の
強
行
成
立
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
解
体
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
、
原
発
推
進
な
ど
、
安
倍
自
公
政
権

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
暴
走
を
続
け
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
国
民
的
運
動
の
先
頭
に
立
つ
と

と
も
に
、
門
川
市
長
に
対
し
「
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
立
場
か
ら
国
に
対
し
物
を
言
う
べ
き
」
と

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
国
い
い
な

り
で
、
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
解
体
も
推
進

の
立
場
で
す
。
市
長
与
党
も
昨
年
11
月
市
会
に

56
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
「
増
税
中
止
」
の
請
願
を

不
採
択
に
し
ま
し
た
。

ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

　
　焼却
灰
溶
融
施
設
─
契
約
解
除

共
産
党
議
員
団
は
、
試
運
転
開
始
後
も
ト
ラ

ブ
ル
が
続
い
た
焼
却
灰
溶
融
施
設
に
つ
い
て
、「
技

術
的
に
未
完
成
の
施
設
で
あ
り
、
ム
ダ
づ
か
い
の

典
型
だ
」
と
批
判
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

「
稼
働
中
止
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
8

月
に
住
友
重
工
と
の
「
工
事
契
約
解
除
」
に
追
い

込
み
ま
し
た
。

高
速
道
路
未
着
工
３
路
線

共
産
党
議
員
団
は
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
の
市

内
高
速
道
路
建
設
に
当
初
か
ら
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
残
る
未
着
工
３
路
線
（
堀
川
線
・
西
大
路

線
・
久
世
橋
線
）
の
総
事
業
費
は
2
9
0
0
億

円
で
、「
計
画
の
中

止
」
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
1
2
年
3
月
の

市
議
会
で
、
市
長

は
事
実
上
、「
廃
止
」

を
表
明
し
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、

職
員
削
減
の「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」は
撤
回
を

４
年
間
で
2
5
0
億
円
の
福
祉
・
教
育
予
算

を
含
む
経
常
経
費
を
削
る
「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
は
、
国
の
構
造
改
革
路
線
を
そ
の

ま
ま
京
都
に
持
ち
込
む
も
の
で
、
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
、「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
の
撤
回

が
必
要
で
す
。

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
中
止
を

消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
た
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運

賃
の
値
上
げ
、
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
反
対
し

て
議
会
で
論
戦
を
お
こ
な
っ
た

の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

他
会
派
・
無
所
属
の
議
員
は
、

昨
年
10
月
か
ら
の
水
道
料
金
値

上
げ
も
含
め
、
す
べ
て
の
値
上

げ
提
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

「
市
民
の
宝
物
」

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
、
京
都
市
は
、
乗
る
た

び
に
一
定
の
お
金
を
払
う
「
応
益
負
担
」
の
制
度

に
変
え
よ
う
と
し
て
お
り
、「
敬
老
乗
車
証
を
守
れ
」

の
市
民
の
た
た
か
い
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ

う
！
　
市
民
集
会
」
に
は

1
7
0
人
が
参
加
。
今
年
２

月
ま
で
に
、
市
長
に
対
し
て

８
３
８
８
筆
の
要
望
署
名
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
18
号
被
害
へ
の

緊
急
対
策
と
復
旧
支
援
に
全
力

市
内
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
の

台
風
18
号
。
共
産
党
議
員
団
と
し
て
、
2
0
0
カ

所
を
こ
す
被
害
現
場
を
調

査
し
、
緊
急
の
対
策
と
復

旧
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、

京
都
市
に
3
次
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
被

災
者
の
復
旧
支
援
と
一
日

も
早
い
補
償
の
実
現
、
台
風
18
号
被
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
抜
本
的
な
浸
水
被
害
対
策
な
ど
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

秘密保護法は廃止すべき

4月からの消費税増税中止を

未着工3路線

台風18号の被害対策について
京都市に申し入れ

新十条通

久世橋線
名神高速道路

油
小
路
線

西
大
路
線

堀
川
線

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、

切
実
な
要
求
を
次
々
に
実
現

市
営
住
宅
の
風
呂
が
ま
は

京
都
市
の
責
任
で
取
り
替
え
に

請
願
の
紹
介
議
員
に
な
っ
た
の
は
共
産
党
だ

け
。
毎
年
、
市
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

市
バ
ス
均
一
運
賃
区
間
が

嵯
峨
・
嵐
山
地
域
に
拡
大

10
年
来
の
地
域
住
民
の
ね
ば
り
強
い
運
動
と

市
議
会
で
の
論
戦
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

西
賀
茂
北
部
の
柊
野
に

市
バ
ス
路
線
が
走
る
こ
と
に

西
賀
茂
車
庫
ま
で
の
市
バ
ス
路
線
延
長
を
求

め
て
き
た
住
民
の
悲
願
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
、阪
急
西
院
駅
等
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
前
進

2
0
1
4
年
度
は
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅
、
阪
急
嵐
山
・

松
尾
大
社・上
桂
駅
で
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
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